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自立支援協議会への参加報告 

「自立支援協議会」をご存知でしょうか。これは、障がいのある方が地域において自立

した生活を営めるよう、県及び各市町村に設置された団体です。定期的に話し合いの場を

もち、地域の課題に対する検討や、支援機能の強化を図っています。行政、福祉、教育関

係者等、幅広いメンバーで構成されています。 

本校からも、毎年自立支援協議会へ参加しています。教育支援部員が参加している協議

会は、主に地域の「子ども」を対象とした話し合いを行っています。今年度の各地域の取 

り組みを紹介します。 

  

教育支援部だより 

あだち地区の取り組み 参加者：熊谷政俊（中学部教員） 

所属する教育支援部会では、約２か月ごと定期的に会議を開催していま

す。昨年度は、保護者向けに学齢期の子どもの発達についての悩みに相談対

応できる安達管内の支援機関等を紹介したリーフレットを作成しました。今

年度は、主に保護者の相談・気になる子への対応に役立つよう教員を対象と

した障がい児支援に関する総合パンフレット作成に向けてその内容等につ

いて検討を重ねているところです。 

須賀川市の取り組み  

参加者：亀森恵（高等部教員） 

 

須賀川・岩瀬地区では、月に一度定期的

に部会を開催し、子どもたちの健やかな成

長に寄与したより良い支援の提供を目指

して活動しています。本年度は事業所訪

問・事例検討会・講演会など多様な活動を

通して、部員が互いに学び合える 1年とな

りました。また、幼稚園、保育所の代表の

先生が新たに会に加わってくださったこ

とで、今まで以上に福祉と教育関係の連携

に深まりが見られるようになりました。  

郡山市の取り組み 参加者：日野有里（高等部教員） 

 月に一度集まり、郡山市の福祉の現状について情報を共

有したり、保護者がどのようなことで困っているのかを確

認したりしています。特に今年度は、サポートブックの作成

と「5歳児ちょこっとチェックシート」の見直しを行いまし

た。特別な支援が必要なお子さんの就学前の支援とその後

のフォローアップについて検討しています。 

サポートブックはインターネットで

ダウンロードすることができます。 

「郡山市子育てサポートブック」で検

索してください。または、郡山市役所

の障がい福祉課の窓口でも配付してい

ます。ご活用ください。 

第 3号 

平成 31年 3月 4日 発行 

あぶくま支援学校 教育支援部 



 

 

  

なないろ    

〇郡山市内の幼稚園や認定こども園の訪問 

今年度は１８件実施しました。 

園の先生方に地域支援センターなないろの説明をさせていただくと、「相談できる場所が増えるのは

ありがたい。」「悩んでいる先生は多くて…。」というお話をたくさん伺います。先生方のつぶやきを直

接聞き、顔の見える関係を築く大切さをあらためて感じています。 

 

〇出かける支援・・・郡山市内の小学校に行ってきました 

複数の小学校から、気になるお子さんについての相談依頼がありました。お子さんの様子を見せてい

ただいたり、先生方のお話を伺ったりしました。担任の先生だけではなく、学校全体の支援力がアップ

することを目標にお手伝いをしています。          

（教育支援アドバイザー 服部弘子） 

 

日中一時支援事業所  

ハッピーくじら（郡山市喜久田町） 

平成３１年４月より休止となるそうです。これによりお困りになる

方がいらっしゃいましたら、教育支援部までお知らせください。 

郡山市「障がい福祉の案内」 

 

毎年郡山市の障がい福祉課で作成している「障がい

福祉の案内」が 2018 年 11 月に発刊されました。

郡山市のホームページからダウンロードすることが

できます。本校も冊子を保管していますので、手に取

ってご覧になりたい方は特別支援教育コーディネー

ター（小・中…熊谷、高…日野）までお知らせくださ

い。 

 


